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問 1 ある有機化合物Aに対してH2O2及びNaOHを作用させるとC9H12Oの組成をもつ化合物Bが生成
し，NaBH4を作用させると化合物Cが得られた．化合物AとCについては図１および図２の 1H NMR (CDCl3, 
300 MHz, Me4Si)スペクトルが得られている．また元素分析の結果は，化合物 Aは C, 81.04％; H, 8.16%，化
合物 Cは C, 79.96％; H, 9.39%であった．下の問に答えなさい． 
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図１  化合物 Aの 1H NMR 
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（7–8 ppm は省略） 
 

図 2  化合物 Cの 1H NMR 
(裏面に続く) 



 
(1) 化合物 Aの構造について推論し NMRのピークの帰属を説明しなさい． 
(2) 化合物 Cの構造について推論し NMRのピークの帰属を説明しなさい． 
(3) 化合物 Cの NMRサンプルに D2Oを添加するとどのような変化が見られるか予想しなさい． 
(4) 化合物 Aから Bへの変換についてどのような反応が進行したのか考えて説明を試みよ． 
 
問 2 ClCH2CH2OCH2CH2Clに対して NaOHを作用させると新たな化合物 Dが生成した．この化合物 D
の構造を調べるため元素分析を行ったところ C, 45.09％; H, 6.62%であり，1H NMR (CDCl3, 300 MHz, Me4Si)
を測定したところ図 3のようなスペクトルが得られた．スペクトルの下の表は 7.0–3.5 ppmまでのピークの
データをまとめたものである．化合物 Dの構造について推論し図 3のスペクトルのピークについて帰属を
行いなさい． 
 

 
 

1955.817 1275.197 1227.028 1190.994 1118.924 
1948.831 1272.623 1224.454 1185.294 1113.224 
1941.477 1260.857 1220.042 1179.594 1107.524 
1934.491 1258.283 1217.468  (Hz) 

 
以上 


